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 ポ  リッ  シャー 

 【  形  状‧  構  造  及  び  原  理  等】 

 1.  形  状‧  構  造 

 合  成  ゴ  ム、  炭  化  ケ  イ  素、  ダ  イ  ヤ  モ  ン  ド  砥  粒  か  ら  成  る  作  業  部 

 と、  ス  テ  ン  レ  ス  製  の  軸  か  ら  な  る  研  磨  材。  ⻭  科  ⽤  電  動  駆  動  装  置 

 に  接  続  し、  作  業  部  を  被  研  磨  物  に  接  触  さ  せ  る  ⻭  科  ⽤  研  磨  材  で  あ 

 る。 

 2.  ⽤  途 

 ガ  ラ  ス  系  セ  ラ  ミッ  ク  ⽤  ： 

 RD02373A  、  RD02374A  、  RD2127A  、  RD2137A  、             

 RD2377A 

   

 レ  ジ  ン  ブ  ロッ  ク  ⽤  ： 

       RD2377B 

 【使  ⽤  ⽬  的  ⼜  は  効  果】 

 ガ  ラ  ス  系  セ  ラ  ミッ  ク  ⼜  は  レ  ジ  ン  ブ  ロッ  ク  の  補  綴  修  復  物  の  研  磨 

 に  ⽤  い  る。 

   

 【使  ⽤  ⽅  法  等】 

    1)  本  品  を  ⻭  科  ⽤  電  気  駆  動  装  置  に  装  着  す  る。 

 2)  回  転  さ  せ  て  振  れ  が  な  い  か  を  確  認  す  る。 

 3)  ソ  フ  ト  タッ  チ  で  断  続  的  に  被  研  研  磨  物  に  押  し  当  て  て  研  磨  す 

 る。 

 ［使  ⽤  ⽅  法  に  関  連  す  る  使  ⽤  上  の  注  意］ 

 ‧  製  品  の  被  包  に  記  載  さ  れ  て  い  る  最  ⼤  回  転  数  を  超  え  て  使  ⽤  し  な 

 い  こ  と。 

 ‧  損  傷、  変  形  （錆、  表  ⾯  キ  ズ、  曲  が  り、  汚  染）  等  の  あ  る  も  の 

 は  使  ⽤  し  な  い  こ  と。 

 ‧  ⻭  科  ⽤  電  気  駆  動  装  置  の  取  扱  説  明  書  に  従  い、  バー  を  確  実  に  奥 

 ま  で  装  着  し  た  こ  と  を  確  認  し  て  か  ら  使  ⽤  す  る  こ  と。 

 ‧  形  状  に  よっ  て  は、  折  れ  た  り、  曲  がっ  た  り  す  る  こ  と  が  あ  る  の 

 で、  無  理  な  ⾓  度、  過  度  の  加  圧  で  の  使  ⽤  は  避  け  る  こ  と。 

 ‧  安  全  の  為  に、  保  護  眼  鏡  を  使  ⽤  す  る  こ  と。 

 ‧  作  業  中  に  異  常  ⾳  が  発  ⽣  し  た  り、  激  し  く  振  動  す  る  よ  う  な  場 

 合、  破  損  が  疑  わ  れ  る  場  合  は  直  ち  に  作  業  を  停  ⽌  す  る  こ  と。 

 ‧  本  品  は  ⾼  速  回  転  で  使  ⽤  さ  れ  る  た  め、  使  ⽤  中  に  破  折  す  る  可  能 

 性  が  あ  る  の  で  ⼗  分  に  注  意  す  る  こ  と。 

    【使  ⽤  上  の  注  意】 

 1)  破  損、  折  損  等  の  原  因  と  な  る  の  で、  本  品  に  対  す  る  曲  げ‧ 

    切  削、  打  刻  （刻  印）  等  の  ⼆  次  的  加  ⼯  （改  造）  は  絶  対  に  ⾏  わ 

       な  い  こ  と。 

 2)  破  折  等  の  原  因  と  な  る  た  め、  強  い  衝  撃  を  与  え  な  い  よ  う  に  丁    

       寧  に  取  り  扱  う  こ  と。 

 3)  ⽬  の  損  傷  を  防  ぐ  た  め  に、  保  護  眼  鏡  な  ど  を  使  ⽤  す  る  こ  と。  も 

 し  本  品  ま  た  は  切  削  屑  が  ⽬  に  ⼊っ  た  と  き  は、  す  ぐ  に  多  量  の  流 

 ⽔  で  洗  浄  し、  眼  科  医  の  診  断  を  受  け  る  こ  と。 

 【保  管  ⽅  法  及  び  有  効  期  間  等】 

 1)  ⽔  分、  腐  ⾷  性  薬  剤  及  び  そ  の  蒸  気  の  暴  露  を  避  け  て、  外  圧  （物 

 理  的  負  荷）  及  び  汚  染  を  受  け  な  い  よ  う  に  保  管  す  る  こ  と。 

 2)  「も  ら  い  さ  び」  を  防  ぐ  た  め、  錆  び  て  い  る  器  具  と  ⼀  緒  に  保  管 

 し  な  い  こ  と。 

    【保  守‧  点  検  に  係  る  事  項】 

       1)  使  ⽤  前‧  使  ⽤  後  に  損  傷、  変  形  (錆、  表  ⾯  キ  ズ、  曲  が  り)、  汚 

          染  等  が  な  い  か  を  確  認  し、  こ  れ  ら  が  あ  る  時  は  使  ⽤  し  な  い  こ 

          と。 

 2)  洗  浄‧  消  毒  の  際  に  は、  塩  素  系  消  毒  剤  は、  使  ⽤  し  な  い  こ  と。 

 ま  た、  洗  浄  剤、  消  毒  剤  に  つ  い  て  は、  各  製  造  業  者  の  指  ⽰  に  従 

 い、  正  し  く  使  ⽤  す  る  こ  と。 

 【製  造  販  売  業  者  及  び  製  造  業  者  の  ⽒  名  ⼜  は  名  称  等】 

    製  造  販  売  業  者 

       株  式  会  社     ピー  ディー  アー  ル 

       愛  知  県  名  古  屋  市  天  ⽩  区  原  4−106 

      


